
西日本豪雨災害ボランティア活動について

(岡山県倉敷市真備町地内)

Team Sendai 活動記録



初めに
夕食が終わり何気なくテレビを見ていると、衝撃的な映像が目に飛び

込んできました。
まるで東日本大震災を彷彿とさせる光景。
民家が屋根まで浸水し、押し寄せる土砂で道路が分断し、道路の脇に
は瓦礫の山。その光景に思わず画面に見入ってしまいました。

それから数日が経ち同業者仲間と飲んでいると、いつの間にか話題は
西日本豪雨災害の話に。
「一向に進まない瓦礫の撤去作業をしにボランティアに行こうか?」
岡山県? 広島県? 広島市は政令指定都市だから業者は沢山いるだろう
から、岡山県に行こう! そんな他愛のない話からボランティアに行くこと
になりました。



さて、岡山県にボランティアに行く事になりましたがやった事がないボラ
ンティア活動。インターネットで「岡山県ボランティアセンター」と検索す
ると事細かく情報が載ってますが、手続等が大変そう。
そこで組合の顧問である仙台市議会議員 高橋卓誠先生に事情を説明し、
「岡山県倉敷市に知り合いの先生いませんか?」と聞いたところ、「う~ん。
知っている先生がいるか探してみます」との回答。３０分後に連絡が来て、
「見つかりました。この電話にかけてください」
「えっ、もう見つかったの?」 電話をしたら後戻りができない。
意を決して電話をし、「岡山県に瓦礫撤去のボランティアに行きたいので
すが?予定は８月１１日から８月１９日までの9日間。詳しい内容はメールで
送付します」 相手は倉敷市議会議員 齋藤武次郎先生。
「ありがとうございます。詳しい話は倉敷市建設局の担当者から連絡させま
す」・・・もう、これは本気になるしかない。ここから大奮闘致します。



ボランティア活動・フローチャート



ボランティア概要書

事前準備



ボランティア概要書

事前準備



ボランティア概要書

事前準備



ボランティア申請書 ボランティア保険申請書

事前準備



2018年8月11日(土) 菅生PA
出 発 AM 8：15



移動距離 1,100㎞ 所要時間 14時間
(実施 仙台⇒岡山19時間 広島県福山町⇒仙台27時間)

宿泊場所 ビジネスホテルにしな 岡山県浅口郡里庄町里見地内
(真備町から広島方面に車で40分)



真備記念病院

真備記念病院付近

真備ボランティアセンター

真備記念病院

2018年8月12日(日) 真備記念病院
到 着 AM 7：45 



真備町災害個所・瓦礫受入施設
位 置 図



2018年8月12日(土) 真備町有井地区
瓦礫撤去作業 AM 10：20～

末政川 堤防決壊地点

瓦礫撤去活動地点

№1



災害前 2013年3月撮影 真備町有井地区
Google earthより



災害後 2018年8月12日撮影 真備町有井地区



瓦礫撤去活動状況



2018年8月13日撮影 真備町有井地区 №1
瓦礫撤去後



瓦礫撤去活動状況

2018年8月13日撮影 真備町有井地区 №2



2018年8月14日撮影 真備町川辺地区 №1

瓦礫撤去活動状況



瓦礫撤去活動状況

納屋解体作業

2018年8月14日撮影 真備町川辺地区 №2



瓦礫の撤去・運搬量は
幅 5m*深さ1.5mの25mプール 約2.5杯分



仙台市内で作業した場合の積算額(復興経費対応)

約4,000,000円



今回のボランティア活動を通して以下の事を知り、学びました。

１.ボランティアの申し込みは、社会福祉法人 社会福祉協議会(社協)が窓口
になり、各地域に点在するサテライトと呼ばれる拠点に振り分けします。サ
テライトは主にNPO団体が運営し、その地域の様々な活動を支援しています。
20代、30代の若者が中心となり、宿泊、食事は保証されているため、全国各
地の被災地を渡り歩いている若者が少なくはありません。

2.津波などの災害は、その威力は凄まじく全ての建物を呑込み破壊するため
流出した瓦礫等の処分は行政に委ねられますが、今回の様な浸水被害は流出
が殆どなく自己責任で処分しなければなりません。この様な災害は、ボラン
ティアに頼わらずにはいられない現状がありました。



3.自分の住んでいる街でどのような災害が発生するのか、事前にハザード
マップで確認することがいかに大切な事か痛感しました。事前に起こりう
る災害を把握していた方は、速やかに非難し難を逃れてます。国土交通省
のホームページから災害別のハザードマップを入手できますので早速確認
してください。

4.ただ漠然と歌っていました「四つのテスト」。先日何気なく会社に飾っ
てある「四つのテスト」に今回のボランティア活動で行った様々な場面を
当てはめてみますと、ほんの少しですがこんな事なのかなと悟った気がし
ます。

最後になりますが、今回のボランティアでお世話になりました様々な方々
に心から御礼申し上げます。そして、一日も早い全国の被災地の復興を
願っています。


